
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

	

５
周
年
を
迎
え
ま
し
た

―
― 

特
集

４	

ま
ち
の
話
題

６	

高
齢
者
優
待
券
を
交
付
し
ま
す

７	

あ
け
て
び
っ
く
り　

ご
み
袋
の
中
身
は
？

	

～
ご
み
質
検
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

８	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

９	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

10	

ま
ち
の
情
報

16	

ほ
け
ん
だ
よ
り

18	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

３
No. 594

いかるが

みんな楽しく、一生懸命頑張りました！
～ 「斑鳩三塔健康走ろう会」
　　「いかるがの里・法隆寺マラソン」 ～
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◆
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
は

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
藤
ノ
木
古

墳
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
案
内
）
機
能
を
兼
ね

備
え
た
斑
鳩
町
の
歴
史
・
文
化
の
情
報
発

信
・
調
査
・
研
究
の
拠き
ょ

点て
ん

施し

設せ
つ

と
し
て
、

平
成
22
年
３
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
主
な
藤
ノ
木
古

墳
出
土
品（
複
製
品
）の
常じ
ょ
う

設せ
つ

展て
ん

示じ

を
し
て

い
る
ほ
か
、
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る

藤
ノ
木
古
墳
や
斑
鳩
町
の
歴
史
・
文
化
の

紹
介
映
像
、
実
物
大
に
復
元
し
た
石
棺
内

の
映
像
に
よ
る
開か
い

棺か
ん

調
査
の
状
況
や
出
土

状
況
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
、
廊
下
に
表
現
し

た
実
物
大
の
石
室
図
な
ど
に
よ
っ
て
、
藤

ノ
木
古
墳
を
よ
り
深
く
学
習
で
き
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
収
蔵
庫
や
展
示
室
は
、
国

指
定
重
要
文
化
財
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財

の
収
蔵
・
展
示
が
可
能
な
機
能
を
備
え
て

お
り
、
優ゆ
う

美び

な
透す

か
し
彫ぼ

り
で
有
名
な
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

鞍く
ら

金か
な

具ぐ

な
ど
の
国
宝
の
藤
ノ
木
古
墳

出
土
品
を
、
里
帰
り
展
示
で
き
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
長
は
、

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
前
所
長

で
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
樋ひ

口ぐ
ち

隆た
か

康や
す

先
生

で
す
。
樋
口
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
は
、「
実じ
つ

事じ

求き
ゅ
う

是ぜ

」
※
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

平成
21年度 春季特別展 3月「国宝藤ノ木古墳出土品里帰り展」

平成
22年度

夏季企画展 8月「上宮遺跡展」
秋季特別展 11月「斑鳩の古墳展」

冬季企画展 2月「聖徳太子も見た壁画か !?　－法隆寺若草
伽藍跡西方の調査出土品展－」

平成
23年度

春季企画展 5月「聖徳太子にまつわるいわれ　－斑鳩町内に
ある聖徳太子の伝承展－」

夏季企画展 8月「古文書から見える江戸時代の法隆寺村　
－安田家文書展－」

秋季特別展 11月「第２回　国宝藤ノ木古墳出土品里帰り展」

冬季企画展 2月「太子ゆかりの法輪寺の謎にせまる　－法輪
寺出土品展－」

平成
24年度

春季企画展 5月「弥生時代の斑鳩のようす　－弥生びとのく
らし－」

夏季企画展 8月「斑鳩町指定文化財指定記念　法隆寺村の大
工棟梁安田家　－安田家文書展②－」

秋季特別展 11月「斑鳩　藤ノ木古墳の馬具展」

冬季特別展 2月「平成24年度小田原市交流展　小田原北条氏
五代　100年の興亡」

平成
25年度

春季企画展 5月「斑鳩の文化財展　－平成24年度実施の調査
成果展－」

夏季特別展 8月「世界文化遺産登録20周年記念事業　法隆寺
を未来にたくす　－法隆寺昭和大修理展－」

秋季特別展 11月「斑鳩　藤ノ木古墳の銅鏡展　－鏡副葬の意
義をさぐる－」

冬季企画展 2月 「法起寺の歴史をさぐる－法起寺出土瓦展－」

平成
26年度

春季企画展 5月「中宮寺跡　－聖徳太子建立の尼寺－」

秋季特別展 11月「斑鳩　藤ノ木古墳の装身具展　－きらびや
かなアクセサリーの世界－」

◆
展
示
会
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
斑
鳩
町
の
歴

史
・
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
展
や
企

画
展
を
、
こ
れ
ま
で
に
18
回
開
催
し
、
町

内
外
に
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
（
左

記
展
示
会
一
覧
表
を
参
照
）。
特
に
、
毎

年
秋
季
特
別
展
と
し
て
開
催
し
て
い
る
藤

ノ
木
古
墳
出
土
品
の
里
帰
り
展
で
は
、
展

示
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
展
示
図

録
の
刊
行
や
、
展
示
会
の
テ
ー
マ
に
関
連

し
た
記
念
講
演
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
正
式
名
称
：
斑
鳩
町
文
化
財
活
用

セ
ン
タ
ー
）
が
、
開
館
し
て
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
５
年
間
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※�

「
実
事
求
是
」
と
は
、中
国
の
『
漢
書
』
に

出
て
く
る
語
で
、「
事
実
に
も
と
づ
い
て
、

真
理
を
追
究
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

■ 展示会一覧表

斑鳩文化財　センターが
　　５周年　を迎えました
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ま
た
、
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と
し

た
勾ま
が

玉た
ま

づ
く
り
や
鏡
づ
く
り
な
ど
の
「
こ

ど
も
考
古
学
教
室
」
や
、
中
学
生
以
上
を

対
象
と
し
た
「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
を
開

催
し
、
体
験
型
学
習
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
と
の
連
携
で
は
、
町
内
の
小

学
６
年
生
を
中
心
と
し
た
児
童
が
、
郷
土

学
習
の
一
環
で
藤
ノ
木
古
墳
と
と
も
に
当

施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
町
内
の

幼
稚
園
や
保
育
所
の
遠
足
や
、
当
町
と
連れ
ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

を
結
ん
で
い
る
奈
良
県
立
法
隆
寺

国
際
高
等
学
校
の
「
斑
鳩
学
」
の
授
業
の

一
環
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
で
は
、
法
隆
寺
を
訪
ね
て
来
ら

れ
た
県
内
外
の
小
学

校
か
ら
高
校
の
校
外

学
習
や
修
学
旅
行
の

利
用
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
活
動
や

斑
鳩
町
に
関
係
す
る

歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
の
調
査
や
研
究
成

果
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
『
斑
鳩
文
化

財
セ
ン
タ
ー
年
報
』は
、文
化
財
セ
ン
タ
ー

や
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
よ
り
よ
い
施
設
を
め
ざ
し
て

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
は
、
藤
ノ
木
古
墳

の
見
学
者
の
ほ
か
、
斑
鳩
の
文
化
財
を
訪

ね
て
来
ら
れ
た
団
体
や
小
グ
ル
ー
プ
も
来

館
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
際
に
は
、
現
在

25
人
の
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
受
付

施
設
名
称
：
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
正
式
名
称
：
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
）

所
在
地
：
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
１
丁
目
11
番
14
号

開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
た
だ
し
、
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
：
水
曜
日
（
た
だ
し
、
特
別
展
開
催
中
や
水
曜
日
が
休
日
に
あ
た
る

　
　
　
　
　

場
合
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

観
覧
料
：
無
料
（
た
だ
し
、
特
別
展
開
催
中
は
有
料
の
場
合
が
あ
る
）

や
展
示
解
説
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
〝
お
も
て
な
し
〟
に
対
し
て
、

来
館
さ
れ
た
多
く
の
人
か
ら
大
変
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
は
、
こ
の
５
年
間
で
６
万
人
を

超
え
る
来
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
来
館
し
て
い
た

だ
け
る
魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

0

3000

6000

9000

12000

15000

（12月末現在）（3/20～
　3/31）

（人）

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

27482748

11486
11970

12960 12855

9737

11486
11970

12960 12855

9737

〈講演会のようす〉

〈展示会のようす〉

■ 年度別入館者総数

斑鳩文化財　センターが
　　５周年　を迎えました
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麗なステージ　魅力溢れる　初代観光大使！！
～ 桜花昇ぼるオンステージ（斑鳩町観光大使委嘱式） ～

1 / 2 5 ・いかるがホール

　斑鳩町出身で、斑鳩町観光大使である、元ＯＳＫ
日本歌劇団トップスターの桜花昇ぼるさん主演の
「桜花昇ぼるオンステージ」が開催され、桜花さん
の歌とダンスに会場は来場者からの大きな歓声に包
まれました。また、パゴちゃんも出演し、会場と一
体となって、一緒に盛り上げました。
　ステージ終了後に開催された桜花さんを囲む会で
は、斑鳩町観光大使としての委嘱式が行われ、斑鳩
町の特産品「中宮寺門前そば」の製麺業者であるイ
シメン㈱から１００食分が贈呈されました。今日ま
で、斑鳩町の観光振興に精力的に努めていただいた
桜花さんには、引き続き華やかな広告塔として活躍
していただくことに期待がよせられました。

華
げよう　まちをきれいにする心

～ 中学校・高校合同清掃ボランティア ～
1 / 1 4 ・法隆寺松並木周辺

　町立中学校２校（斑鳩中学校、斑鳩南中学校）
と法隆寺国際高等学校の生徒会や部活動の部員を
中心に結成されたイカル隊約４００人が法隆寺の
松並木周辺を清掃し、地域のボランティア活動に
汗を流しました。
　生徒たちは、火ばさみでごみを拾ったり、ほう
きで砂利を掃いたり
と、ごみ袋を片手にみ
んなで一生懸命清掃を
行い、まちをきれいに
することの大切さをあ
らためて実感したよう
でした。

広

鳩魂をおもいっきり発揮するぞ！
～ 第10回市町村対抗子ども駅伝大会 ～

斑鳩町チーム紹介

　今年も斑鳩町立の３小学校の代表選手が「市町
村対抗子ども駅伝大会」に出場することになりま
した。
　「市町村対抗子ども駅伝大会」は、子どもたち
の体力向上と、スポーツ全般に必要な基礎体力や
連帯感を養うことなどを目的に行われています。
　３月７日（土）、（開会式　午前９時30分）河合
町の馬見丘陵公園で行われますので、みなさんの
応援をお願いします。

斑史街道紀州口熊野を駆け抜ける
～ 第20回紀州口熊野マラソン ～

　災害時相互応援協定を結んでいる和歌山県上富田
町で開催された「第20回紀州口熊野マラソン」に
斑鳩町から13人のランナーが参加しました。
　コースのなかには日本ジオパークにも認定された
富田川沿いの自然と、熊野古道の歴史を存分に感じ
ることができる風景が満載で、ゴール後も気持ちの
よい笑顔であふれていました。
　また、年齢別部門において斑鳩町から出場された
巳波美津子さんが見事１位を獲得されました。

歴

2 / 1 ・和歌山県上富田町

▼パゴちゃんもステージに！

▲�前列右から2番目から、小城町長、
桜花昇ぼるさん、中宮寺日野西門跡、
　イシメン㈱石田社長

▲巳波美津子さん
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子で楽しむ　うたと絵本
～ 子育て支援講座・わらべうたと絵本 ～

　今年第１回目の子育て支援講座として、かしの木
文庫の平井冨久子さんを講師に迎え、親子で一緒に
楽しめるわらべうたや絵本を紹介する「わらべうた
と絵本」の講座が開かれました。
　先生による絵本の読み聞かせに子どもたちも興味
津々で、絵本を指さしたり、手をたたいたりと大喜
びでした。
　また、おうちの人と一緒に体を動かすふれあい遊
びをしたり、みんなでわらべうたを歌ったりと、笑
顔があふれる楽しい講座になりました。

親

1 / 8 ・生き生きプラザ斑鳩

災から　守り引き継げ　文化財
～ 文化財防火デー防火演習 ～

1 / 2 6 ・法隆寺

　昭和24年１月26日に起こった法隆寺の金堂火
災を忘れないようにと制定された文化財防火デー
に、今年も防火演習が行われました。
　金堂と焼失した金堂壁画の収蔵庫で法要が行わ
れたあと、収蔵庫の屋根から一斉に放水訓練が行
われました。続いて、法隆寺自衛消防団、斑鳩町
消防団、西和消防署員ら約１００人により、五重
塔をバックに空高く一斉放水が行われました。
　斑鳩町にはたくさんの貴重な文化財がありま
す。文化財を火災から守り、次世代へ残していく
ため、日ごろから、火の取り扱いには注意しましょ
う。

火

道の温かい声援　ゴールへと
～斑鳩三塔健康走ろう会、
いかるがの里・法隆寺マラソン～

2 / 1 1 ・斑鳩町内

　第38回「斑鳩三塔健康走ろう会」、第
44回「いかるがの里・法隆寺マラソン」
が行われ、全国各地から大勢のマラソン
ランナーが集まりました。
　午前中は、「斑鳩三塔健康走ろう会」
が行われ、１歳～79歳のランナーが自
らのペースで斑鳩の風景を楽しみました。
　午後は、「いかるがの里・法隆寺マラ
ソン」が行われ、ハーフ、10㎞の２コー
スで総勢1,467人のランナーが参加し、
日ごろの練習の成果を存分に発揮し、寒
い中でも爽快な風を感じ、温かい声援の
中、斑鳩の里を走り抜けました。ランナー
はすがすがしい気持ちでいっぱいのよう
で、斑鳩の里を満喫していました。
　大会を運営するスタッフ、参加いただ
いたランナー、沿道からの声援、すべて
に支えられ大会を終えることができまし
た。

沿

▲絵本の読み聞かせ ▲ふれあい遊びのようす
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ＣＩ－ＣＡ
（バスカード）

ふれあい交流センター
いきいきの里入館券

ＩＣＯＣＡ
（イコカカード） タクシー乗車券

■ 初めて申請する人
※�はじめに斑鳩町高齢者優待利用券の交付を
受けてください。

≪申請に必要なもの≫
・顔写真１枚（横2.5㎝×縦３㎝）
・緊急時の連絡先のわかるもの
・印かん
※�平成27年度中に70歳になる人には「利用
券交付申請書」「優待券交付申請書」を送
付します。（平成27年３月下旬予定）

■ 以前に優待券の交付を
　　　　　受けたことのある人
≪申請に必要なもの≫
・斑鳩町高齢者優待利用券（顔写真付のカード）
・使用済みの高齢者優待券
・印かん
※�高齢者優待券（CI-CA,ICOCA, タクシー乗車券、
いきいきの里入館券）を紛失された場合は、申請
時に申し出てください。
※ �CI-CA，ICOCAを紛失された場合は、保証料（500
円【旧のバスカードは680円】）が必要となります。

　町では、高齢者のみなさんの社会生活の拡大と健康で楽しく生きがいのある生活を送っていた
だくため、70歳以上の人を対象に①高齢者優待利用券②高齢者優待乗車券（CI-CA／ ICOCA
／タクシー乗車券）または高齢者優待入館券を交付しています。
　平成27年度の高齢者優待券の交付は４月１日（水）からとなります。

【対 象 者】　昭和21年４月１日以前にお生まれの人
　　　　　　※�初めて、高齢者優待券の交付を受けられる人は、「斑鳩町高齢者優待利用券」
　　　　　　　が必要です。詳しくは、下記をご確認ください。

【交付期間】　平成27年４月１日（水）～平成28年３月31日（木）
　　　　　　（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）午前８時30分～午後５時30分

【交付場所】　役場福祉課

●申請の方法

●高齢者優待券の種類と利用可能金額

問合せ　　福祉課　介護高齢福祉係（☎内線123・126）

● 70歳以上の人お１人につき

いずれか１つを交付します。

種　　類 ＣＩ－ＣＡ
（バスカード）

ＩＣＯＣＡ
（イコカカード） タクシー乗車券 ふれあい交流センター

いきいきの里入館券

利用金額 ３，９９０円
（４９０円のプレミアを含む） ３，５００円 ３，５００円

（１００円券３５枚綴）
４，０００円
（２０回分）

利用範囲
など

奈良交通㈱およびエヌシーバ
ス㈱が運行する路線バスのう
ちＩＣカード読取機搭載車輛
で利用できます。（高速バス・
リムジンバスなどを除く）

ＪＲ西日本が指定
する利用可能エリ
アのほかに、一部
私鉄・公共バスに
も利用できます。

町が指定するタクシー業者
の乗車に対し利用できます。
※�有効期間は、交付を受け
た年度の翌年度末までと
なります。

ふれあい交流センター
いきいきの里に入館し
ていただけます。
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町
で
は
、
み
な
さ
ん
が
家
庭
か
ら
出
す

可
燃
ご
み
袋
の
中
に
ど
ん
な
物
が
入
っ
て

い
る
の
か
を
調
べ
る
「
ご
み
質
検
査
」
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
は
、
収
集
し
た
可
燃
ご
み

の
一
部
を
抜
き
取
り
、
中
身
を
１
１
９
種

類
に
分
類
し
て
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
可
燃
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
調
査
し
て

い
ま
す
。

分
別
状
況
は
良
好

　

98
．
７
％
が
可
燃
性
の
も
の
で
あ
り
、

み
な
さ
ん
が
正
し
く
分
別
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
缶
・
ビ
ン
類
が
数
本
、
レ
ジ

袋
な
ど
の

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類

が
数
％
含

ま
れ
て
い

ま
し
た
。

可
燃
性
ご
み
の
中
身
は
？

　

一
番
多
い
の
は
生
ご
み
で
、
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
45
％
か
ら
73
％
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
紙
類
が
49
％

か
ら
24
％
に
減
少
し
、
新
聞
紙
や
折
込
広

告
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
類
の
分
別

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
課
で
は
、「
お
か
げ
さ
ま
で

こ
こ
ま
で
進
ん
だ
！
ご
み
減
量
・
資
源
化

～
あ
け
て
び
っ
く
り
・
ご
み
袋
の
中
身

は
？
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
出
前
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
ん
と
!!

可
燃
ご
み
の
77
％
が

　
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
！

 

　

可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
て
い
る「
生
ご
み
」

「
紙
類
」
は
、
分
別
す
れ
ば
「
資
源
」
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
す
。
今

回
の
調
査
で
は
、
生
ご
み
と
紙
類
の
分
別

に
よ
り
、
焼
却
し
て
い
る
可
燃
ご
み
の

77
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
年
間
の
排
出
量

に
換
算
す
る
と
２
，
２
０
０
ｔ
。
生
ご
み

と
紙
類
を
す
べ
て
分
別
す
る
と
、
処
理
費

用
と
し
て
約
３
，
４
０
０
万
円
も
の
経
費

が
削
減
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
る
と
燃
や
し
て
灰

に
な
る
だ
け
で
す
が
、
生
ご
み
、
紙
類
を

ひ
と
手
間
か
け
て
分
別
す
れ
ば
、
貴
重
な

資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
税

金
を
他
の
分
野
に
も
っ
と
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
可
燃
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に

下
記
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
す
ぐ
で
き
る
雑
が
み
の
分
別
か
ら
一

緒
に
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

雑がみを分け
ると、可燃ご
み袋の使用枚
数も減るよ！

　コピー用紙、封筒、ハガキ、ダイレクトメール、メモ用紙、お
菓子やティッシュなどの紙箱、包装紙、紙袋、カレンダー、パン
フレット、トイレットペーパーやラップの芯など

【出し方】大きいものは、そのままひもで十文字にしばります。
小さいものは、ご家庭にある紙袋に入れてひもで十文
字にしばります。

※ 雑がみは、地域の集団回収（新聞などの廃品回収）の日に出して
ください。

可燃性
98.7％

不燃性
1.3％

0

20

40

60

80

100

H25 H26

その他

木・竹・
わら類

繊維類

紙類

生ごみ

（％）

紙類

紙類

生ごみ生ごみ
生ごみ生ごみ

～
ご
み
質
検
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

あ
け
て
び
っ
く
り　
ご
み
袋
の
中
身
は
？

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

雑がみは、可燃ごみではなく、地域の集団回収に出そう！
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

斑鳩大塚古墳周辺地の調査成果
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平
成
25
年
度
か
ら
、
奈
良
大
学

と
共
同
で
斑
鳩
大
塚
古
墳
の
調
査

を
開
始
し
、
今
年
度
も
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、

昨
年
度
に
お
け
る
調
査
成
果
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

昭
和
29
年
の
調
査
成
果

　

斑
鳩
大
塚
古
墳
は
、
斑
鳩
幼
稚
園
の
南

方
に
あ
る
田
畑
の
中
に
位
置
し
ま
す
。
昭

和
29
年
、
墳
頂
部
に
忠ち
ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

を
建
設
す
る

際
に
埋ま
い

葬そ
う

施し

設せ
つ

が
発
見
さ
れ
、
銅ど
う

鏡き
ょ
う

や
筒つ
つ

形が
た

銅ど
う

器き

、
鉄
製
の
武
器
や
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。
同
時
に
墳
丘
の
測
量
調
査

も
行
わ
れ
、
直
径
約
35
ｍ
、
高
さ
４
ｍ
程

度
の
円え
ん

墳ぷ
ん
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
河
原
石
を
用
い
た
葺ふ
き

石い
し

と
円え
ん

筒と
う

埴は
に

輪わ

列れ
つ

が
あ
り
、
墳
丘
の
周
り
に
は
濠ほ
り

（
周し
ゅ
う

濠ご
う

）
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

土
遺
物
な
ど
か
ら
５
世
紀
前
半
の
古
墳
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
大
学
と
の
共
同
調
査

　

た
だ
し
、
当
時
の
測
量
調
査
は
現
在
の

も
の
に
比
べ
る
と
簡
易
で
あ
り
、
発
掘
調

査
を
行
っ
た
場
所
も
墳
丘
部
分
に
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、
正
確
な
墳
形
や
規
模
が
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
調
査
か
ら

約
60
年
が
経
過
し
、
古
墳
の
恒こ
う

久き
ゅ
う

的て
き

な
保

存
を
は
か
る
た
め
に
、
古
墳
の
周
辺
地
を

含
む
詳
細
な
墳
丘
測
量
図
の
作
成
や
古
墳

の
範
囲
確
認
調
査
の
実
施
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
斑
鳩
町
と
奈
良
大
学
と

は
、
平
成
19
年
に
学
術
研
究
な
ど
に
お
い

て
連れ
ん

携け
い

協き
ょ
う

定て
い

を
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

斑
鳩
大
塚
古
墳
の
保
存
目
的
の
た
め
の
調

査
を
、
平
成
25
年
度
か
ら
共
同
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
古
墳
の
周
辺
部
を
含
め
た
墳
丘

測
量
図
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
墳
形
は
円

墳
で
は
な
く
、
前
方
部
を
東
に
向
け
た
前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

の
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
下
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

古
墳
の
周
囲
で
地
中
レ
ー
ダ
ー
探た
ん

査さ

を

行
っ
た
結
果
、墳
丘
の
周
囲
に
濠
（
周
濠
）

が
巡
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
３
月

に
、
墳
形
の
確
認
や
周
濠
の
有
無
な
ど
を

目
的
と
し
た
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
前
方
後
円
墳
か
ど
う
か
を

確
定
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
周
濠
と
思
わ
れ
る
溝
を
、
墳
丘
北
側
の

調
査
区
で
確
認
す
る
な
ど
、
重
要
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

出
土
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
詳
細
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
埴
輪

も
出
土
す
る
な
ど
、
古
墳
の
造
営
年
代
を

考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

重
要
な
成
果
が
あ
れ
ば
、
現
地
説
明
会

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▶�

発
掘
調
査
風
景



　パゴちゃんのダンボールコンポストは、冬
の寒さに負けず、少しずつ分解しているよ。
11月からはじめて約３か月。20㎏の生ごみ
を可燃ごみ（可燃ごみ袋大約４袋分）に出さ
なかったよ。

※ チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き継
いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開してい
るキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

生ごみは「ごみ」じゃない
～ ダンボールコンポスト編 ② ～

環境対策課
（☎内線133）

9 2015.3.  広報 

●ダンボールコンポスト
　とは？
　今年１月号からこのコーナーで
は、生ごみを家庭でたい肥にする「ダ
ンボールコンポスト」を紹介してい
ます。
　落ち葉の下を虫めがねでのぞいて
みると、小さな微生物がたくさんい
ます。山に落ち葉が積もっても、落
ち葉であふれかえらないのは、この
微生物たちのおかげです。「ダンボー
ルコンポスト」は、この山の原理を
利用して、枯れた植物と生ごみを合
わせてたい肥を作るもの。
　ほんのちょっとの手間と時間をか
ければ、誰にでも簡単にできます。

１月の生ごみたい肥化量26,945㎏
可燃ごみの10.3％をたい肥化できました　※モデル世帯数4,367世帯（１月末）

ダンボールコンポスト相談会を開催します
　ダンボールコンポストってどんなもの？ちょっと見てみたいな。
という人は、ぜひ、下記の相談会にお越しください。講師がみなさ
んの疑問や質問に直接お答えします。
　この機会にはじめてみようという人にはその日から使えるダン
ボールコンポストセット（無料）をお持ち帰りいただけます。
　　日　時　　３月１８日（水）午前10時～正午
　　場　所　　役場　環境対策課
　　講　師　　ＮＰＯ法人　グリーンスポーツ奈良

● 今月のパゴちゃんのコンポスト
　１か月前と比べても全然量は増えていないよ。生ごみが分解され
ているんだね。

毎月10日と20日は陶器回収の日〈３月の陶器等回収日〉
　３月１０日（火）・３月２０日（金）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、３月１４日（土）、３月２２日（日）も受け付けします。

日
時　
３
月
28
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
大
会
議
室

講
演　
「
認
知
症
っ
て
何
な
ん
？
」

講
師　
一
般
社
団
法
人　

奈
良
県
医
師
会

　

副
会
長　

竹
村　

恵
史　

氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
さ
あ
始
め
よ
う
！
取
り
組
み
を
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

竹
村　

恵
史　

氏

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

志
村　
　

明　

氏

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

藤
城　

圭
子　

氏

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

羽
根
田　

久
枝

　
（
町
福
祉
課
介
護
高
齢
福
祉
第
２
係
長
）

定
員　
80
人

参
加
費　
無
料

託 

児　
２
歳
以
上
就
学
前
対
象

　
（
無
料
・
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ

　

 

企
画
財
政
課（
☎
内
線
２
５
３
）・
ｆ
ａ
ｘ

（
０
７
４
５
�
１
０
１
１
）
・
Ｅ
メ
ー
ル

（kikaku@town.ikaruga.nara.jp

）

男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

「
認
知
症
っ
て
何
な
ん
？
～
共

に
生
き
よ
う
！
認
知
症
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
～
」

未来が変わる。
日本が変える。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

１月

12月

11月

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

平成26年度

平成25年度

▶
12
月
10
日
の
よ
う
す

▶
1
月
21
日
の
よ
う
す



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上水道課
� ☎0745-74-1401
下水道課
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※ 情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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い
き
い
き
フ
ァ
ー
ム

（
貸
農
園
）
入
園
者
募
集

観
光
産
業
課
（
☎
内
線
２
１
４
）

募
集
区
画

●
稲
葉
車
瀬
農
園　

…
…
10
坪　

３
区
画

　
　
　
　

〃　
　
　

…
…
12
坪　

２
区
画

●
阿
波
農
園　
　
　

…
…
６
坪　

４
区
画

入
園
料
（
年
間
）

●
稲
葉
車
瀬
農
園　

…
（
10
坪
）
５
千
円

　
　
　
　

〃　
　
　

…
（
12
坪
）
６
千
円

●
阿
波
農
園　
　
　

…
（
６
坪
）
３
千
円

応 

募
資
格　
斑
鳩
町
に
住
所
を
有
す
る
人

（
１
世
帯
１
区
画
の
み
）

申 

込　
３
月
２
日（
月
）～
９
日（
月
）（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
観
光
産
業
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
・
場
所

　

３
月
18
日（
水
）
午
前
９
時
30
分

　

役
場
１
階　

第
２
会
議
室

入 

園
契
約　
抽
選
終
了
後
、
入
園
料
を
添

え
て
契
約
し
て
く
だ
さ
い
（
印
か
ん
持

参
）。
欠
席
さ
れ
ま
す
と
無
効
に
な
り

ま
す
（
代
理
人
可
）。

契
約
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
25
日

生
涯
学
習
講
座
（
歴
史
講
座
）

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

日
時　
３
月
28
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

演
題　
「
羊
を
知
っ
て
い
た
弥
生
人

　

―
中
国
北
方
遊
牧
民
文
化
の
渡
来
―
」

講
師　
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

　
　
　
　
　
　

教
授　

小
林　

青
樹　

氏

対
象　
町
在
住
・
在
勤
の
人

申 
込　
３
月
22
日（
日
）ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
ま
た
は
中
央
・
西
・
東
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
活
学
校
生
徒
募
集

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
３
）

　

生
活
学
校
で
、
身
近
な
暮
ら
し
、
環
境

な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

開
校
日　
平
成
27
年
５
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　
　
　
　
　
（
月
１
回　

第
２
火
曜
日
）

内 

容　
料
理
講
習
、
移
動
学
習
（
少
し
遠

出
し
ま
す
）、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
体
力
づ
く
り
な
ど

会
費　
年
間
５
０
０
円

申 

込　
３
月
31
日（
火
）ま
で
に
住
民
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
男
性
も
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 10日㈫、17日㈫、24日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
26日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

5日㈭、12日㈭、19日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 11日㈬（毎月第２水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 3日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
13日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3027日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 21日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

３月の相談
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町
立
小
・
中
学
校
の

　
　
制
服
等
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　

斑
鳩
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
　
　

斑
鳩
南
中
学
校　

清
水

（
☎
０
７
４
５
�
５
８
０
０
）

　

町
内
小
・
中
学
校
５
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同

に
よ
る
制
服
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

し
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
制
服

な
ど
を
保
護
者
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
必

要
な
人
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
３
月
28
日（
土
）

　

 

午
後
２
時
～（
品
物
が
な
く
な
り
次
第
、

終
了
と
し
ま
す
。）

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

提 

供
品　
標
準
服
・
体
操
服
・
帽
子
・
サ

ブ
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

○ 

先
着
順
で
お
１
人
様
１
点
と
な
り
ま

す
。

○ 

す
で
に
卒
業
さ
れ
た
ご
家
庭
で
提
供
可

能
な
制
服
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
公
民
館
ま
つ
り
」
は
、
公
民
館
教
室

で
学
ぶ
教
室
生
や
公
民
館
を
拠
点
に
活
動

す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
１
年

間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で
す
。

今
年
も
中
央
公
民
館
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
13
日（
金
）～
15
日（
日
）

◇
作
品
展
示　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

３
月
14
日（
土
）

◇ 

バ
ザ
ー　
午
前
10
時
～
（
売
切
れ
次
第

終
了
）

◇ 

人
形
劇
お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
（
大
ホ
ー

ル
）　

午
後
２
時
～
３
時
（
予
定
）

◇
囲
碁
大
会

　
（
中
央
体
育
館
研
修
室
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

３
月
15
日（
日
）

◇
演
芸
発
表
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

◇
将
棋
大
会

　
（
中
央
体
育
館
研
修
室
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※ 

囲
碁
・
将
棋
大
会
は
事
前
に
申
込
が
必

要
で
す
。（
先
着
各
40
人
）

※ 

自
動
車
の
国
道
か
ら
の
進
入
は
で
き
ま

せ
ん
。
自
動
車
は
、
中
央
公
民
館
の
南

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

囲
碁
・
将
棋
大
会
に
参
加
希
望
者
は
、

３
月
１
日（
日
）～
８
日（
日
）（
水
曜
日
を

除
く
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

昼
食
希
望
者
は
参
加
申
し
込
み
の
際
、

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昼
食
代　
１
食
５
０
０
円

● 

催　
　
し 

●

公民館まつり
期　間　３月13日（金）～３月15日（日）
場　所　中央公民館・中央体育館
問合せ　中央公民館（☎0745-74-1511）
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第
１
回
住
民
講
座

精
神
疾
患
・
障
害
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
な
つ
ぼ
し（
原
）

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
２
３
９
０
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ズ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
）
リ
ー
ダ
ー
高
森
信
子
先
生

を
お
招
き
し
、
精
神
疾
患
の
知
識
や
障
が

い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
人
と
関
わ
る
コ

ツ
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
、
人
間
関
係
な
ど
生
活
場

面
で
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
高
め
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
も
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
る
手
法
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
無

料
）

日
時　
３
月
23
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

場
所　
三
郷
町
立
図
書
館　

視
聴
覚
室

主 

催　

西
和
７
町
（
安
堵
町
・
斑
鳩
町
・

王
寺
町
・
河
合
町
・
上
牧
町
・
三
郷
町
・

平
群
町
）

ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

生
駒
郡
内
の
小
学
生
で
、
楽
し
く
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
28
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
安
堵
小
学
校
運
動
場

募
集
チ
ー
ム
数　
８
チ
ー
ム
ま
で

　

※
原
則
各
町
２
チ
ー
ム
ま
で

参
加
資
格　
生
駒
郡
内
在
住
の
小
学
生

　

 （
１
チ
ー
ム
５
人
以
上
10
人
以
内
で

チ
ー
ム
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
）

申 

込　

指
定
用
紙
（
役
場
生
涯
学
習
課
、

中
央
公
民
館
窓
口
で
配
布
）
に
記
入
の

う
え
、
３
月
10
日（
火
）ま
で
に
生
涯

学
習
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

主 

催　
生
駒
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議

会春
の
歩
こ
う
会

日
時　
４
月
４
日（
土
）

　
　
　

予
備
日
４
月
11
日（
土
）　

集
合　
午
前
９
時　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
北
口

行
先　
八
尾
市
寺
内
町
巡
り

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　

 （
小
学
生
以
上
、
た
だ
し
、
小
学
生
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。）

費
用　
１
，
０
０
０
円
（
一
律
）

持
物　
水
筒
・
雨
具
・
履
き
な
れ
た
靴

申 

込　
３
月
16
日（
月
）～
30
日（
月
）

費
用
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
５
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

予
備
日
４
月
12
日（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
（
高
校
生
以
上
、
登
録
選
手
を
除
く
）

チ 

ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
10
人
以
上
15

人
以
内
で
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
込　
３
月
12
日（
木
）～
26
日（
木
）

抽
選
日　
４
月
２
日（
木
）
午
後
７
時
～

　

 

中
央
体
育
館
で
、
代
表
者
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時　
４
月
12
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

資 

格　
町
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の

人
試 
合
方
法　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
（
男
女
別
）

費
用　
ゲ
ー
ム
費
な
ど　

１
，
５
０
０
円

　
　
　

靴
代　

３
０
０
円

申
込　
３
月
23
日（
月
）～
４
月
６
日（
月
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

町
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
３
月
16
日（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
会
場
が
混
雑

し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
作

成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
お
り
、
町
役
場
で
は
税
務
署
か
ら
依

頼
さ
れ
た
関
係
書
類
の
配
付
と
、
作
成
さ

れ
た
申
告
書
の
お
預
か
り
だ
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
が

必
要
な
人
は
、
奈
良
税
務
署
（
☎

０
７
４
２
㉖
１
２
０
１
）
へ
お
願
い
し
ま

す
。

※ 

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど

の
廃
車
・
変
更
手
続
き
を

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
「
廃

車
」
や
「
譲
渡
」
し
た
と
き
や
、「
町
外

に
転
出
」
し
た
と
き
は
、
同
時
に
廃
車
や

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で
す

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
登
録

さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
な
ど
も
、
４
月
１
日
現
在
で
廃
車
手

続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、
平
成
27
年
度

の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

廃
車
・
変
更
手
続
き
を
す
る
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
…

　

役
場
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
２
）

▼
軽
自
動
車
…

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

　
（
☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
８
４
５
）

▼
二
輪
の
軽
自
動
車
…

　

奈
良
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
７
４
３
�
３
７
０
０
）

▼
二
輪
の
小
型
自
動
車
…

　

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　
（
☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
６
３
）

※ 

手
続
き
に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印

か
ん
、
申
告
済
証
ま
た
は
車
検
証
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
各
手
続
き
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し

て
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
は
、
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価

格
）
が
縦
覧
で
き
、
家
屋
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
は
、
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格
）
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

※ 

納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
。

期
間　
４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
３
）

　

本
人
以
外
に
も
借
地
借
家
人
な
ど
も
閲

覧
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
賃
貸
借

契
約
書
な
ど
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
で
す
。

※ 

納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
。

◦ 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◦

　
　
　

国
保
医
療
課

　
（
☎
内
線
１
１
２
・
１
１
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
（
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
世
帯
に
限
り
ま
す
）
の
納

付
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
年
額
18
万

円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
年
度
の
途
中
に
被
保
険
者
資
格

を
取
得
し
た
人
な
ど
で
、
新
た
に
特
別
徴

収
が
は
じ
ま
る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開

始
時
期
な
ど
を
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
は
申
し
出
に
よ
り
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
に
な
る
人
お
よ
び
世
帯

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

 

75
歳
に
到
達
し
た
人
や
転
入
し
た
人
な

ど
で
、
被
保
険
者
資
格
を
新
た
に
取
得

し
た
人

●
国
民
健
康
保
険

　

 

65
歳
に
到
達
し
た
人
や
転
入
し
た
人
な

ど
で
、
新
た
に
被
保
険
者
全
員
が
65
歳

以
上
に
な
っ
た
世
帯

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
つ
い
て
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環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

町
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨

て
の
早
期
発
見
、
処
理
の
た
め
、
週
に
２

回
、
ご
み
の
投
棄
が
多
く
発
生
し
て
い
た

地
域
や
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
、
巡
回
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
が
作
製
し
た
ポ
イ
捨
て

禁
止
啓
発
看
板
を
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て

の
多
い
地
域
に
設
置
し
、
こ
れ
を
見
た
人

た
ち
の
良
心
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
減
少
、
防
止
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て

ご
み
の
処
理
状
況
は
、
下
記
表
の
と
お
り

で
す
。

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
な
ど
を
、
ド
ラ
ム

缶
や
簡
易
焼
却
炉
、
野
外
で
焼
く
「
野
焼

き
」
行
為
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
庭
な
ど
で
燃
や
さ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
、
決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

違
法
な
野
焼
き
を
し
た
と
き
は
、
違

反
者
に
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千

万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
だ
め
な
の
？

　

ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
ド

ラ
ム
缶
や
庭
で
燃
や
す
と
、
黒
い
煙
や
い

や
な
臭
い
が
出
て
ご
近
所
に
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

有
害
物
質
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。紙

や
段
ボ
ー
ル
も
だ
め
な
の
？

　

紙
く
ず
や
段
ボ
ー
ル
は
、印
刷
や
漂
白
、

合
成
の
り
な
ど
、
化
学
処
理
が
さ
れ
て
い

る
た
め
、
野
焼
き
を
す
る
と
有
害
物
質
が

●�

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
ご
み
を
捨
て

た
人
は
、
法
律
に
よ
り
、
５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●�

公
共
の
道
路
や
公
園
、
河
川
敷
な
ど
で

不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
発
見
し
た
ら
、

環
境
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

★ 

次
の
項
目
は
、
例
外
と
し
て
野
焼

き
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①�

国
や
自
治
体
が
そ
の
施
設
の
管
理
を
行

う
た
め
に
必
要
な
場
合

②�

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
場
合

③�

地
域
の
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
場
合

④�

農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
場
合
（
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど
）

＊�

肥
料
袋
な
ど
廃
ビ
ニ
ー
ル
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

⑤�

日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通
常
行
わ
れ

る
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
（
落
ち

葉
の
た
き
火
な
ど
）

＊�

新
聞
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

※ 

例
外
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
近
隣
の
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
時
間
帯
、
風

向
き
な
ど
に
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

違
法
な
野
焼
き
を
目
撃
さ
れ
た
ら
、
西

和
警
察
署
（
☎
０
７
４
５
�
０
１
１
０
）

ま
た
は
役
場
環
境
対
策
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

年度
不 法 投 棄 ポ イ 捨 て 合　　計

件数 処理量（㎏） 件数 処理量（㎏） 件数 処理量（㎏）

H26年
4月～12月 22 1,145 139 86 161 1,231

H25年
4月～12月 25 1,942 111 70 136 2,012

比較 △3 △797 28 16 25 △781

ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
状
況

の
よ
う
す
～

家
庭
の
ご
み
を

燃
や
さ
な
い
で
！
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ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
略
し

て
〝
ロ
コ
モ
〟。
一
般
の
人
に
は
ま
だ
な

じ
み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
筋

肉
や
骨
、
関
節
な
ど
の
運
動
器
官
の
障
が

い
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
な
状
態
、
あ
る

い
は
そ
の
一
歩
手
前
の
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
加
齢
に
伴
う
関
節
の
変

形
や
筋
力
の
衰お
と
ろえ

、
骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

な
ど
が
主

な
原
因
で
す
。

　

ロ
コ
モ
は
認
知
症
や
メ
タ
ボ
と
並
び
、

健
康
寿
命
を
短
縮
し
、
寝
た
き
り
や
要
介

護
状
態
を
引
き
起
こ
す
三
大
要
因
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
の
初
期
症
状

は
40
代
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
以
下
の
七
つ
の
質
問
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ

ク
）
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
す
べ
っ
た
り

す
る
。

●�

階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で

あ
る
。

●�

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い
。

●
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
。

●
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

●�

２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る

の
が
困
難
。

●�

家
の
や
や
き
つ
い
仕
事
が
困
難
（
掃
除

機
の
使
用
や
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）。

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
場
合
に
は
ロ

コ
モ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防

の
運
動
〝
ロ
コ
ト
レ
〟
を
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。

　

は
じ
め
て
の
人
が
行
う
ロ
コ
ト
レ
と
し

て
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
開
眼
片
脚
立

ち
と
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
で
す
。
転
倒
し
な

い
よ
う
に
必
ず
何
か
つ
か
ま
る
も
の
が
あ

る
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
運

動
も
正
し
い
方
法
で
行
わ
な
い
と
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
体
を
害

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
か
な
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
お
近

く
の
整
形
外
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
奈
良
県
医
師
会

　
　

奈
良
県
橿
原
市
内
膳
町
５‒

５‒

８

　
　
（
☎
０
７
４
４
㉒

　
　
　
　

８
５
０
２
）

～
健
康
メ
モ
～

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）」

奈
良
県
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

引
越
し
の
時
は
水
道
の
手
続
き
を

上
水
道
課（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

転
入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
は
じ
め
る

時
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
使
用
を

中
止
す
る
時
、
使
用
者
・
所
有
者
が
変
わ

る
時
な
ど
は
、
必
ず
２
～
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

使
用
中
の
水
道
の
中
止
手
続
き
が
な
い

場
合
、
使
用
し
な
く
て
も
水
道
料
金
（
基

本
料
金
）
が
か
か
り
、
請
求
さ
れ
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
中
止
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

上
水
道
課
か
ら
各
戸
に
料
金
を
請
求
し

て
い
な
い
集
合
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
管
理
会
社
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

＊ 

町
内
で
転
居
す
る
場
合
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

も
水
栓
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
も

う
一
度
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

　

次
の
金
融
機
関
ま
た
は
上
水
道
課
の
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　

 

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀

行
・
り
そ
な
銀
行
・
近
畿
大
阪
銀
行
・

南
都
銀
行
・
奈
良
信
用
金
庫
・
大
和
信

用
金
庫
・
奈
良
中
央
信
用
金
庫
・
近
畿

労
働
金
庫
・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

種
目　
幹
部
候
補
生

資 

格　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
22
歳

以
上
26
歳
未
満
の
者
（
大
学
院
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

受 

付　

３
月
１
日（
日
）～
５
月
１
日（
金
）

（
締
切
日
必
着
）

１ 

次
試
験　
５
月
16
日（
土
）、
17
日（
日
）

（
17
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※ 

そ
の
他
、予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）、

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
な
ど
の
種

目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
備
自
衛

官
補
に
つ
い
て
の
受
付
は
３
月
24
日

（
火
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

大
学
生
の
就
活
時
期
が
変
わ
り
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山　

求
人
部
門

　
（
☎
０
７
４
３
�
４
３
５
５
）

　

平
成
27
年
度
卒
業
予
定
者
（
現
在
３
回

生
）
か
ら
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
り

ま
す
。

企
業
の
広
報
活
動
開
始　
　

３
月
１
日
～

就
活
サ
イ
ト
エ
ン
ト
リ
ー　
３
月
１
日
～

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
受
理　
３
月
１
日
～

選
考
開
始　
　
　
　
　
　
　

８
月
１
日
～

採
用
内
定　
　
　
　
　
　
　

10
月
１
日
～

　

自
己
分
析
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、面
接
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
業
界
研
究
な
ど
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
、
急
い
で
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
の
選
考
開
始
は
あ
っ
と
い
う
間
に

来
ま
す
の
で
、
選
考
時
期
ま
で
に
対
策
と

応
募
企
業
を
し
っ
か
り
決
め
ま
し
ょ
う
。



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）３月16日㈪ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

３月16日㈪・24日㈫
30日㈪
４月７日㈫・15日㈬

10：00～12：00
13：30～16：30

各日
３人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

予防接種名 予防できる病気 対　　象　　年　　齢 助成
回数 助成金額

ロ タ ウ イ ル ス
ワ ク チ ン

ロタウイルス
胃腸炎

ロタリックス 生後６週～24週まで 2回 接種費用の1/2で
上限7千円 /回

ロタテック 生後６週～32週まで 3回 接種費用の1/2で
上限5千円 /回

乳幼児 B 型肝炎
ワ ク チ ン B型肝炎 生後２か月～24か月に至るまで 3回 接種費用の1/2で

上限3千円 /回

予防接種名 予防できる病気 対象年齢 接種回数

ヒ ブ ワ ク チ ン
ヒブによる感染症
（細菌性髄膜炎・肺炎
など）

生後２か月～60か月に至るまで １～４回
小 児 用 肺 炎 球 菌
ワ ク チ ン

肺炎球菌による感染症
（細菌性髄膜炎・肺炎
など）

四 種 混 合 ジフテリア・百日せき
破傷風・ポリオ 生後３か月～90か月に至るまで ４回

Ｂ Ｃ Ｇ 結核 生後1歳に至るまで １回

麻しん風しん混合 麻しん（はしか）
風しん（三日ばしか）

１期：生後12か月～24か月に至るまで
２期：年長児

１回
１回

水 痘 水ぼうそう 生後12か月～36か月に至るまで ２回

日 本 脳 炎 日本脳炎
１期：生後36か月～90か月に至るまで
２期：小学４年生
※平成７年４月２日～平成19年４月１日生
の人は経過措置があります。

３回
１回

二 種 混 合 ジフテリア
破傷風 小学６年生 １回

※�子宮頸がん予防ワクチンの積極的勧奨は差し控えておりますが、接種を希望される場合は医師と相談し
てください。

※接種後３か月以内に助成金の請求手続きを保健センターで行ってください。

３月１日～７日は「子ども予防接種週間」です
～ ４月からの入園・入学に備えて必要な予防接種を済ませましょう ～

●定期予防接種

●任意予防接種（一部助成）

忘れていませんか？追加接種
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●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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事業名 実施日 受付時間 対　象　者 内　　容　　等

乳 幼 児 相 談
（身体計測） ４月15日㈬ 9：30～

11：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：3月17日（火）～4月14日（火）
先着80人

パパママスクール（春コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　持物：母子健康手帳　　申込：４月22日（水）まで

人間ドック健診・脳ドック健診の申し込みが４月からはじまります
申 込方法　郵便ハガキに必要事項を記入（記入

方法は下記を参照）のうえ、郵便で申し込む
か、または窓口の指定用紙（国保医療課・保
健センターで配布）でお申し込みください。

　※１人につき１枚限り

対象要件　・平成27年度において40歳～74歳の人
　　　　　・ 申し込み日において斑鳩町国民健康保険

に加入して１年以上継続している人
　　　　　・特定健康診査を受診していない人
　　　　　・町税を完納している人
助 成費用　健診費用の２分の１。ただし、２万円を限

度とする。
問合せ　国保医療課　☎0745�1001（内線115）

申 込期間　４月２日（木）～４月９日（木）
　 ハガキの場合は４月２日（木）～４月10日（金）

必着。
抽選日時　４月17日（金）午前10時から
　※応募多数の場合は抽選（公開抽選）
抽選結果　全員に封書でお知らせします。
抽選場所　斑鳩町役場地下大会議室
注 意事項　健診は、必ず町から助成の決定通知

書が届いてから受診してください。決定以前
の受診分については、助成対象になりません。

人間ドック健診（定員120人）

対象要件　・ １年以上町在住の40歳以上の人（昭和51
年４月１日以前に生まれた人）

　　　　　・ 脳血管疾患などで現在治療を受けていな
い人

　　　　　・ 勤務先などで同様の健診を受けることが
できない人

　　　　　・町税を完納している人
助 成費用　健診費用の２分の１。ただし、１万５千円

を限度とする。
問合せ　保健センター　☎0745�0001（直通）
※ 申し込みを受理した時点で、対象要件を確認するこ

とについて同意したこととみなします。

脳ドック健診（定員150人）

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 4月23日㈭ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産につい
ての話・妊婦体操

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 5月16日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 5月29日㈮ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話

春休み子どもクッキング教室
日時：３月27日（金）
　　　午前10時～午後１時
持物：エプロン、三角巾、筆記用具
　　　ふきん・台ふき各１枚

対象：小学生
定員：先着25人
費用：500円
申込：３月３日（火）から

斑
鳩
町
小
吉
田

　
　
　
　
　
１
―
12
―
35

生
き
生
き
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
斑
鳩
内

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

宛

6 3 6 0 41 2

［おもて］ ［うら］

①希望健診名
（両方希望の人
　は、両方記載）
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤生年月日
⑥電話番号
（連絡のつく所）



３月号
平成27年３月1日発行

（通巻594号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₈₂人
　　（前月比　－32）
　　男₁₃,₄₀₆人
　　女₁₄,₈₇₆人

　 　₁₁,₂₇₃世帯
　　（前月比　－10）
（平成27年１月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　斑鳩三塔健康走ろう会、
いかるがの里・法隆寺マラ
ソンに今年もたくさんの人
に参加いただきました。ラ
ンナー、ボランティアスタ
ッフ、沿道で応援してくだ
さるみなさんの笑顔に、私
も元気をもらいました。
� か

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●
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す
。（
近
畿
地
方
は
二
万
五
千

分
の
一
、
他
は
五
万
分
の
一
）

■ 

斑
鳩
町
に
お
住
ま
い
の
人
が
書

か
れ
た
本
＊

　

 

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
な
ど
を

保
存
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
い
か
る
が
＊

　

 

創
刊
号
か
ら
現
在
ま
で
の
広
報

が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

 （
い
ず
れ
も
館
内
利
用
の
み
。

＊ 

印
は
聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室

に
あ
り
ま
す
。）

■
声
の
広
報
い
か
る
が

　

 

広
報
の
内
容
を
録
音
し
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
貸
出
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

︱ 

お
は
な
し
会
・
読
み
き
か
せ 

︱

町
立
図
書
館

　

３
月
11
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

３
月
28
日（
土
）
午
後
３
時
～

中
央
公
民
館
図
書
室

 　
今
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
図
書
室

休
室
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
ま
つ
り
の
準
備
の
た

め
、
中
央
公
民
館
図
書
室
は
左
記

の
期
間
休
室
し
ま
す
。

期
間

　

３
月
９
日（
月
）～
12
日（
木
）

※ 

３
月
11
日（
水
）、
12
日（
木
）は

３
公
民
館
図
書
室
と
も
に
休
室

で
す
。

図
書
館
豆
知
識

図
書
館
・
聖
徳
太
子
歴
史
資

料
室
に
は
次
の
よ
う
な
資
料

も
置
い
て
い
ま
す

■
住
宅
地
図

　

 

奈
良
県
内
の
市
町
村
の
も
の
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

■
電
話
帳

　

 

全
国
の
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
・
ハ

ロ
ー
ペ
ー
ジ
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。

■
地
形
図

　

 

全
国
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
い
ま

　

こ
こ
数
年
、
働
き
な
が
ら
マ
マ

に
な
る
女
性
を
支
え
る
法
律
と
制

度
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

反
面
、
自
分
自
身
で
請
求
し
な
け

れ
ば
利
用
で
き
な
い
制
度
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
妊
娠
中
か
ら
、

産
休
・
育
休
後
の
職
場
復
帰
ま
で
、

使
え
る
制
度
と
お
金
に
関
す
る
最

新
の
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森　

優
美
栄　

著

秀
和
シ
ス
テ
ム

『
働
く
マ
マ
を
支
援
す
る
最
新

制
度
と
お
金
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド
』

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�今回、町が行った「ごみ質検査」
では、可燃ごみの何％がリサイ
クルできるという結果が出ているでしょう？

　　　　〈３月12日㈭必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電

話番号を書いて、「〒636‒0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

　　２月号のクイズの答　２７５人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数25）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


